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めっき り減った生徒数 

各学校の生徒数の減少が目立ちますが、農村部の上野小学校では動きは見られません 

が、市場小学校では、昭和36年をピークに生徒数が1.947人いましたのが、昭和45年 

には、516人、中学校でも昭和32年には、1.092人昭和45年で440人に減りました。 

又市場小学校は昭和30年に一教室約49人いたのが昭和45年では平均30人になりました。 

（年度別人口と世帯数の比較） 

年 度 人 口 世 帯 数 

36 1 5. 4 5 5 人 3. 1 8 4 

37 1 4. 9 2 3 3. 1 3 5 

38 1 3. 4 6 4 2. 8 6 5 

39 1 1. 302 2. 7 90 

40 1 0. 8 39 2. 7 3 4 

41 1 0. 4 4 2 2. 6 4 9 

42 9. 9 8 0 2. 5 8 9 

43 9. 6 0 1 2. 6 1 0 

44 9. 1 3 5 2. 5 5 8 

45 8. 7 70 2. 4 8 3 

1 年生の授業参観日 

町 の 人 口 

(2月1日現在） 

総人口 

男子 

女子 

世帯数 

9, 100人 

4, 253人 

4, 847人 

2, 625世帯 

毎月第1日曜日は 

交通安全の日です 

交通安全は、家族による話 

しあいが大切です． 

日頃から交通安全について 

の知識を習慣づけることが 

大切ですc 

毎月第3日曜日は 

家庭の日です 

この日は一家団らんで家 

族揃って家庭でくつろぎ、 

青少年の考えや、悩みを聞 

いて、明るい、家庭をつく 

り子ども達が健康で明るく 

育つようにつとめましょ 

う。 
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町

の

人

口

大

巾

に

減

る

 

国
 
勢
 
調
 
査
 

赤
池
町
は
石
炭
と
共
に
栄
え
て
 

来
ま
し
た
が
、
唯
一
の
産
業
、
明
 

治
赤
池
炭
鉱
は
昭
和
三
十
五
年
頃
 

か
ら
石
炭
産
業
の
合
理
化
に
伴
な
 

い
昭
和
四
十
年
八
月
第
二
会
社
で
 

従
業
員
を
縮
少
し
て
ス
タ
ー
ト
し
 

ま
し
た
が
、
昭
和
四
十
五
年
四
月
 

頃
に
閉
山
し
ま
し
た
。
 

そ
の
た
め
炭
鉱
離
職
者
の
県
外
 

就
取
や
、
若
い
人
が
離
町
し
て
近
 

効
都
市
へ
流
出
し
た
こ
と
に
減
少
 

の
原
因
が
あ
ま
す
。
 

一
方
農
村
人
ロ
や
、
商
工
業
の
 

人
口
の
変
動
は
目
立
ち
ま
せ
ん
が
 

過
去
十
五
年
間
町
の
人
口
を
統
計
 

か
ら
見
ま
す
と
、
昭
和
三
十
年
に
 

一
万
七
千
二
人
を
最
盛
期
に
昭
和
 

四
十
五
年
十
月
一
日
に
行
な
わ
れ
 

た
国
勢
調
査
に
よ
り
ま
す
と
、
赤
 

池
町
の
総
人
口
は
「
八
、
七
七
O
 

人
」
で
、
男
女
別
に
見
ま
す
と
男
 

四
、
〇
八
三
人
女
四
、
六
八
七
人
 

に
な
り
ま
す
が
、
過
去
十
年
間
で
 

町
の
人
口
は
約
六
、
七
〇
〇
人
の
 

減
少
が
統
計
に
よ
っ
て
わ
か
り
ま
 

す。 わ
が
国
の
人
口
は
 

世
界
第
七
位
 

国
勢
調
査
に
よ
る
．
わ
が
国
の
 

人
口
は
、
 

「
一
億
三
七
〇
万
人
」
 

大
正
九
年
の
第
一
回
国
勢
調
査
の
 

と
き
、
五
、
五
三
九
万
人
で
あ
っ
 

た
わ
が
国
の
人
ロ
は
、
そ
れ
か
ら
 

半
世
紀
を
経
た
今
回
は
、
そ
の
 

一
．
九
培
と
な
り
、
国
勢
調
査
に
 

よ
る
人
ロ
と
し
て
は
、
は
じ
め
て
 

一
億
人
の
大
台
を
越
え
ま
し
た
。
 



報
 

け
 

あ か い け 、
 ' 

報
 

広
 

」J 、
 ' 
、
 

カ
 

広 報 あ 。
 

き
よ
ね
ん
町
が
し
た
 

主
な
仕
事
の
あ
ら
ま
し
 

昭
和
四
十
五
年
度
、
こ
の
一
年
間
町
が
し
た
お
も
な
仕
事
を
 

，
広
報
あ
か
い
け
I

で
ふ
り
返
っ
て
見
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
 

苦
し
い
財
政
事
情
の
中
か
ら
、
上
野
小
学
校
プ
ー
ル
を
建
設
、
老
朽
 

化
し
た
市
場
小
血
子
校
の
校
舎
改
築
、
町
内
の
道
路
（
七
四
、
四
四
〇
 11 

）
を
、
本
年
度
に
お
い
て
、
改
良
ま
た
は
、
舗
装
し
て
道
路
網
を
整
備
 

す
る
こ
と
や
、
旧
炭
鉱
地
区
に
生
活
館
を
建
設
、
こ
の
建
設
は
地
域
住
 

民
の
生
活
に
即
し
た
集
会
や
、
生
活
の
指
導
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
 

あ
り
ま
す
。
 

町
民
の
生
活
に
か
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
上
水
道
事
業
も
本
格
的
に
 

事
業
が
は
じ
め
ら
れ
、
料
金
徴
収
に
ふ
み
切
る
な
ど
、
十
分
な
満
足
は
 

得
ら
れ
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
ま
ず
ま
ず
の
業
績
を
残
し
、
財
政
面
に
 

お
い
て
画
期
的
な
推
進
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
 

緊
 
急
 
就
 
労
 
対
 
策
 

事
 

業
 

で
 

し
 

た
 

も
 

の
 

▽
上
野
小
学
校
の
 

プ
ー
ル
が
完
成
 

上
野
小
血
子
校
の
プ
ー
ル
建
設
工
 

事
が
、
四
月
か
ら
は
じ
め
ら
れ
、
 

八
月
に
完
成
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
ま
で
、
子
ど
も
達
は
、
池
 

や
川
は
「
こ
こ
で
泳
い
で
は
い
け
 

な
い
」
の
立
札
で
、
し
め
出
さ
れ
 

て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
プ
ー
ル
完
 

成
で
、
安
心
し
て
泳
ぎ
ま
し
た
．
 

▽
改
良
住
宅
の
団
地
で
き
る
 

伏
原
に
改
良
住
宅
の
団
地
が
完
 

成
し
ま
し
た
。
 

こ
の
団
地
の
広
さ
は
約
六
、
O
〇
 

〇
平
万
 11 

（
一
、
八
一
五
坪
）
 
で
 

こ
の
団
地
に
は
、
改
良
住
宅
三
四
 

建
築
事
業
 

で
 
し
 
た
 
も
 
の
 

7
病
院
長
公
舎
 
元
 
良
 

×

看

護

婦

寮

 
津
 
ま「一 

病
院
長
公
舎
は
、
木
造
瓦
ぶ
き
 

二
階
建
、
看
護
婦
寮
も
木
造
瓦
ぶ
 

き
二
階
建
で
、
こ
の
寮
に
は
一
〇
 

人
収
容
さ
れ
ま
す
。
 

▽
改
良
住
宅
完
成
で
 

三
四
世
帯
が
移
転
 

旧
炭
鉱
中
町
と
南
町
に
町
営
住
 

宅
の
住
民
「
一

三
六
」
世
帯
が
生
 

活
し
て
い
ま
し
た
。
 

こ
の
住
宅
は
、
旧
赤
池
炭
鉱
の
 

社
宅
で
町
が
、
町
営
住
宅
に
払
い
 

下
げ
受
け
た
も
の
で
、
老
朽
化
が
 

目
立
っ
て
ひ
ど
く
、
町
で
は
、
昭
 

和
四
十
四
年
度
か
ら
四
カ
年
計
画
 

で
、
新
築
移
転
が
行
な
わ
れ
て
い
 

ま
す
。
昭
和
四
十
四
年
度
で
伏
原
 

伏
原
に
建
築
中
の
改
良
住
宅
 

戸
が
建
築
さ
れ
て
い
ま
す
．
 

▽
松
木
園
ー
皿
山
線
 

こ
の
線
は
上
野
大
浦
地
区
で
全
 

長
一
七
〇
 11 

の
路
床
改
良
簡
易
舗
 

装
工
事
、
完
成
日
は
十
一
月
 

▽
原
ー
薬
王
寺
線
 

全
長
二
七
〇
謂
の
路
床
改
良
簡
 

易
舗
装
工
事
、
完
成
は
三
月
で
こ
 

の
線
は
、
上
野
小
学
校
の
裏
通
り
 

で
、
全
長
二
七
〇
メ
ー
ル
の
路
床
 

改
良
簡
易
舗
装
工
事
（
一
一
年
継
 

続） 

こ
の
工
事
は
、
四
十
五
年
度
 

で
路
床
改
良
を
完
成
四
十
六
年
度
 

で
、
舗
装
工
事
を
す
る
予
定
に
し
 

て
い
ま
す
。
 

団
地
へ
、
三
二
世
帯
が
移
転
し
、
 

昭
和
四
十
五
年
度
で
三
十
四
世
帯
 

が
移
転
し
、
昭
和
四
十
五
年
度
111 

＋
四
世
帯
が
完
成
と
同
時
に
移
転
 

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
．
 

残
る
七
十
世
帯
は
、
昭
和
四
十
六
 

年
、
四
十
七
年
度
ま
で
に
移
転
す
 

る
見
込
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

▽
お
待
せ
し
ま
し
た
 

公
営
住
宅
は
ニ
＋
戸
 

伏
原
団
地
に
建
築
中
の
公
営
住
 

宅
の
工
事
が
、
三
月
未
完
成
を
目
 

標
に
急
ピ
ッ
チ
で
す
す
め
ら
れ
て
 

い
ま
す
。
本
年
度
は
二
十
戸
建
築
 

さ
れ
ま
す
。
 

▽
市
場
小
学
校
の
校
舎
を
改
築
 

市
場
小
学
校
の
第
一
期
工
事
は
 

完
成
し
、
現
在
六
年
生
と
特
殊
学
 

級
が
使
用
し
て
い
ま
す
。
第
二
期
 

工
事
（
一
五
教
室
）
を
現
在
着
工
 

完
成
が
待
た
れ
る
 

市
場
小
学
校
の
改
築
工
事
 

成
 

完
 

カ
 

館
 

活
 

生
 

旧
炭
鉱
地
 

区
（
元
東
 

町
）
に
、
 

生
活
館
が
 

完
成
し
ま
 

し
た
。
 

こ
の
施
設
 

は
福
祉
施
 

設
と
し
て
 

生
活
に
直
 

結
し
た
指
 

導
や
、
集
 

会
に
活
用
 

さ
れ
ま
す
 

般
 
失
 

業
 
対
 
策
 

事
 
業
 

で
 

し
 

た
 

も
 

の
 

▽
先
達
免
ー
伏
原
線
 

こ
の
線
は
町
立
病
院
看
護
婦
寮
 

の
横
か
ら
、
赤
池
商
事
ま
で
の
全
 

長
二
七
〇
冨
の
区
間
で
工
事
を
し
 

て
来
ま
し
た
．
完
成
は
、
八
月
 

▽
米
丸
 
椿
町
線
 

こ
の
線
は
上
野
鋤
木
田
の
バ
イ
 

パ
ス
に
取
り
付
け
ら
れ
る
、
全
長
 

一
七
二
M
の
簡
易
舗
装
道
路
完
成
 

は
八
月
 

▽
石
松
ー
新
町
線
 

こ
の
線
は
、
市
場
農
協
前
か
ら
 

全
長
六
〇
〇
M
の
、
一
簡
易
舗
装
道
 

路
 
完
成
は
八
月
 

し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
校
舎
の
完
 

成
は
五
月
に
な
り
ま
す
．
 

▽
待
 
望
 
の
 

給
食
セ
ン
タ
ー
着
工
 

給
食
セ
ン
タ
ー
の
工
事
が
三
月
 

か
ら
始
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
ま
で
、
町
内
の
二
つ
の
小
 

学
校
で
は
別
々
に
給
食
が
実
施
さ
 

れ
て
い
ま
し
た
．
 

た
だ
今
工
事
し
て
い
る
給
食
セ
 

ン
タ
ー
は
統
合
さ
れ
た
も
の
で
、
 

設
備
も
近
代
化
に
な
り
完
成
が
待
 

た
れ
ま
す
。
 

1
誌
n
謝
抽
へ
】
 

晃
繊
プ
 

常福濯がい工事急ビンチ 

誌
購
七
 

上
野
常
福
濯
 

が
い
工
事
が
急
 

ピ
ッ
チ
で
す
す
 

め
ら
れ
て
い
ま
 

す。 
こ
の
工
事
は
 

送
水
施
設
工
事
 

で
、
送
水
管
が
 

一
、
四
〇
〇
督
 

布
設
し
ま
す
が
 

こ
の
工
事
が
完
 

成
し
ま
す
と
、
 

近

く

の

水

田

 

「
一
一
六
」
 

ヘ
ク
 

タ
ー
ル
に
、
送
 

水
さ
れ
る
こ
と
 

に
な
り
す
。
 

完
成
は
三
月
末
 

の
予
定
で
、
こ
 

の
事
業
は
過
疎
 

対
策
事
業
で
し
 

た
も
の
で
す
．
 

▽
貴
船
迫
ー
浮
舟
線
 

こ
の
線
は
、
本
町
バ
ス
停
か
ら
 

金
田
線
の
区
間
全
長
、
五
〇
H
の
 

簡
易
舗
装
道
路
 
完
成
は
十
月
 

▽
屋
敷
ー
徳
人
原
線
 

こ
の
線
は
旧
坑
木
倉
庫
と
町
立
 

病
院
の
間
か
ら
車
道
の
全
長
二
四
 

八
H
の
簡
易
舗
装
道
路
で
完
成
は
 

十
月
 

▽
小
路
ー
土
居
首
線
 

こ
の
線
は
、
上
野
下
小
路
か
ら
 

堀
田
の
全
長
一
二
五
冨
、
巾
四
諮
 

道
路
改
良
工
事
で
、
完
成
し
ま
し
 

た
が
、
一
舗
装
工
事
は
四
十
六
年
度
 

（
二
年
継
続
）
で
完
成
す
る
予
定
 

で
す
．
 

同
 

和
 
対
 

策
 

事
 

業
 

で
 

し
 

た
 

も
 

の
 

▽
橋
詰
ー
岩
屋
線
 

こ
の
線
は
、
町
営
上
の
原
と
板
 

屋
団
地
の
間
で
全
長
七
〇
〇
ソ
竺
 

巾
員
四
．
五
冨
、
を
簡
易
舗
装
す
 

る
た
め
、
現
在
工
事
中
、
完
成
は
 

三
月
末
で
す
。
 

▽
大
浦
ー
薬
王
寺
線
 

こ
の
線
は
上
野
大
浦
か
ら
薬
王
 

寺
間
の
通
学
道
路
で
、
全
長
八
〇
 

〇
督
を
簡
易
舗
装
す
る
た
め
、
工
 

事
を
し
て
い
ま
す
。
完
成
は
三
月
 

末
の
予
定
で
ず
。
 

▽
同
和
住
宅
は
十
六
戸
 

大
浦
に
同
和
住
宅
の
団
地
造
成
 

工
事
、
 

（
面
積
四
千
平
方
冒
）
を
 

し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
完
 

成
し
、
現
在
十
二
戸
の
同
和
住
宅
 

建
設
工
事
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
 

す。 

坂
屋
団
地
に
建
築
中
の
 

同
和
住
宅
 

11
引
揚
者
特
別
交
付
金
の
ー
・
一
 

F

請
求
は
、
3
月
 31 

日
ま
で
ー
 

昭
和
引
揚
者
特
別
交
付
金
の
請
 

求
は
四
十
大
年
三
月
三
十
一
日
で
 

締
切
ら
れ
ま
す
が
、
残
り
の
期
間
 

も
あ
と
ー
カ
月
余
り
し
か
あ
り
ま
 

せ
ん
。
 

資
格
の
あ
る
方
は
請
求
し
な
け
 

れ
ば
権
利
が
な
く
な
り
ま
す
の
で
 

ま
だ
請
求
の
終
っ
て
い
な
い
か
た
 

は
、
至
急
役
場
民
生
課
社
会
係
へ
 

お
問
い
合
せ
の
う
え
請
求
下
さ
 

い。 
こ
ん
な
と
き
に
は
 

水
も
れ
の
調
査
を
 

一
、
急
に
水
の
出
が
わ
る
く
な
っ
 

た
と
き
。
 

二
、
水
の
使
い
方
の
わ
り
に
使
用
 

水
量
が
多
い
と
思
わ
れ
る
と
 

き。 

三
、
水
道
管
が
と
お
っ
て
い
る
と
 

思
わ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
「
シ
ユ
 

ー
」
と
音
が
す
る
と
き
。
 

ご
家
庭
で
の
 

調
査
の
や
り
方
は
 

一
、
は
じ
め
に
全
部
の
給
水
栓
 

（
蛇
口
）
を
し
っ
か
り
し
め
て
 

下
さ
い
。
 

二
、
次
に
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
 

ふ
た
を
あ
け
て
メ
ー
タ
ー
の
計
 

量
板
を
み
て
下
さ
い
。
下
の
右
 

図
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

三
、
水
道
メ
ー
タ
ー
の
計
量
板
の
 

中
央
下
に
あ
る
赤
い
パ
イ
ロ
ツ
 

ト
が
ま
わ
っ
て
い
た
ら
水
が
も
 

れ
て
い
ま
す
．
 

赤
い
パ
イ
ロ
ツ
ト
の
な
い
も
 

の
は
一
昂
単
位
の
針
を
み
て
下
 

さ
い
。
 

水
も
れ
の
早
期
発
見
に
 

つ
と
め
ま
し
よ
う
 

一
、
小
さ
な
水
も
れ
で
も
夜
間
は
 

水
圧
が
あ
が
り
漏
水
量
が
ふ
え
 

ま
す
。
 

二
、
み
た
目
に
は
少
量
で
見
過
さ
 

れ
が
ち
で
す
が
、
日
数
が
た
て
 

ば
か
な
り
の
水
量
に
な
り
ま
 

す
。
給
水
栓
（
蛇
口
）
 
の
水
も
 

れ
を
調
べ
て
み
ま
す
と
、
次
の
 

よ
う
に
な
り
ま
す
。
 

●
給
水
栓
（
蛇
口
）
か
ら
ポ
タ
ポ
 

タ
も
れ
る
水
を
集
め
る
と
一
日
 

に
五
〇
昌
、
月
に
一
．
五
ト
ン
 

一
年
で
十
八
ト
ン
に
な
り
ま
 

す。 
十
八
ト
ン
と
言
え
ば
ご
家
庭
の
 

一
年
分
以
上
の
水
量
で
す
。
 

・
鉛
筆
の
太
さ
ぐ
ら
い
の
水
を
出
 

し
っ
ぱ
な
し
に
す
る
と
一
日
五
 

〇
〇
認
、
月
に
十
五
ト
ン
で
大
 

き
な
水
量
と
な
り
金
額
に
す
る
 

と
大
O
〇
円
に
な
り
ま
す
。
 

ま
た
、
板
屋
団
地
に
も
同
和
住
 

宅
を
四
戸
建
設
し
て
い
ま
す
。
 

い
ず
れ
も
完
成
は
三
月
末
で
す
。
 

▽
集
会
所
を
建
築
 

「
上
野
大
谷
」
 

こ
の
建
物
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
平
家
 

建
で
、
広
さ
一
三
二
平
方
冒
、
現
 

在
建
築
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

完
成
さ
れ
ま
す
と
、
集
会
や
講
座
 

な
ど
同
和
教
育
の
場
に
活
用
さ
れ
 

ま
す
。
 

開
発
就
労
事
業
 

で
 
し
 
た

も

 の
 

▽
公
営
住
宅
の
団
地
が
完
成
 

板
屋
公
営
住
宅
団
地
を
、
か
ね
 

て
か
ら
造
成
し
て
来
ま
し
た
が
、
 

九
月
に
完
成
し
ま
し
た
。
 

こ
の
事
業
は
産
炭
地
域
開
発
就
 

労
事
業
で
し
た
も
の
。
 

き
ょ
ね
ん
の
造
成
地
区
と
合
わ
 

せ
て
、
約
二
万
四
千
平
方
M
の
住
 

宅
団
地
が
で
き
ま
し
た
。
 

こ
の
団
地
に
は
、
約
一
四
〇
戸
 

の
住
宅
が
建
て
ら
れ
ま
す
。
 

過
疎
対
策
事
業
 

で
 
し
 
た
 
も
 
の
 

▽
古
市
場
2
寺
谷
線
 

こ
の
線
は
上
野
原
田
町
警
察
派
 

出
所
横
か
ら
堀
田
間
、
全
長
八
〇
 

C
冒
、
巾
員
五
．
五
 11 

の
簡
易
舗
 

装
工
事
を
し
て
い
ま
す
が
、
完
成
 

は
三
月
末
の
予
定
で
、
こ
の
事
業
 

は
過
疎
対
策
事
業
で
し
た
も
の
で
 

す。 統一地方選挙近づく 

明るく正しい選挙をいたしましよう 

有
権
者
の
皆
さ
ん
 

m
自
分
の
住
ん
で
い
 

る
町
の
現
状
を
よ
 

く
見
て
将
来
の
あ
 

り
か
た
を
考
え
、
 

こ
れ
か
ら
の
政
治
 

を
ま
か
せ
て
い
け
 

る
適
任
者
を
選
ぶ
 

よ
う
に
い
ま
か
ら
 

心
が
け
ま
し
ょ
う
 

②
明
る
い
、
金
の
か
 

か
ら
な
い
選
挙
に
 

す
る
こ
と
が
当
面
 

最
も
大
切
で
す
。
 

金
が
か
か
る
こ
と
 

が
政
治
の
腐
敗
に
 

つ
な
が
る
か
ら
で
 

す
。
こ
の
た
め
選
挙
に
か
か
わ
り
 

の
あ
る
金
品
お
よ
び
飲
食
等
を
徹
 

底
的
に
追
放
し
ま
し
ょ
う
。
 

立
候
補
予
定
の
皆
さ
ん
 

立
候
補
に
あ
た
っ
て
は
、
前
も
 

っ
て
周
到
な
準
備
を
す
る
こ
と
が
 

必
要
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
 

す
が
、
選
挙
の
ル
ー
ル
を
守
り
、
 

そ
れ
が
事
前
運
動
の
禁
止
等
に
触
 

れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
十
分
注
意
 

し
ま
し
よ
う
。
 

春
の
火
災
予
防
 

週
間
は
じ
ま
る
 

例
年
の
と
お
り
、
全
国
火
災
予
 

防
運
動
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

実
施
の
方
法
は
例
年
の
と
お
り
、
 

各
分
団
単
位
で
、
受
持
区
域
の
施
 

設
を
整
備
し
た
り
、
機
械
器
具
を
 

点
検
し
ま
す
。
 

各
家
庭
で
は
、
特
に
火
の
元
に
 

用
心
し
て
下
さ
い
。
 

こ
の
運
動
は
、
三
月
十
三
日
ま
で
 

行
な
わ
れ
ま
す
。
 

か
 



報
 

広 報 あ か い 4
 

け
 

か
 

あ
 

緊
急
（
火
災
・
警
察
）
 

通
報
の
電
話
の
か
け
方
 

⑥
先
日
火
災
の
折
電
話
の
か
け
方
 

に
つ
い
て
感
じ
ま
し
た
事
を
一
 

つ
二
つ
あ
げ
て
、
皆
様
に
御
協
 

力
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
 

す。 

⑥
火
事
を
発
見
さ
れ
た
時
 

近
く
の
電
話
で
す
ぐ
、
交
換
に
 

火
事
又
は
消
防
署
と
言
っ
て
下
 

さ
い
。
か
か
り
は
直
ち
に
非
常
 

病

気

は

早

期

診

断

と

 

治

療

が

大

切

 

健
康
保
険
（
国
民
、
政
府
、
船
 

員
、
日
雇
、
共
済
組
合
等
）
法
の
 

制
定
当
時
、
そ
の
目
的
は
早
期
診
 

断
と
早
期
治
療
が
眼
目
で
あ
り
ま
 

し
た
こ
と
は
、
町
民
皆
さ
ま
に
は
 

診
察
風
景
の
ー
コ
 

線
を
通
し
て
田
川
の
消
防
署
へ
 

お
つ
な
ぎ
、
い
た
し
ま
す
。
田
 

川
消
防
署
は
た
だ
ち
に
関
係
方
 

面
に
連
絡
す
る
様
な
っ
て
い
ま
 

す。 

④
交
通
事
故
又
は
事
件
が
起
っ
た
 

時
や
は
り
近
く
の
電
話
で
、
す
 

ぐ
交
換
に
緊
急
又
は
事
件
と
言
 

っ
て
下
さ
い
。
か
か
り
は
た
だ
 

す
で
に
ご
承
知
の
こ
と
と
思
い
一
 

ま
す
．
 

各
医
療
機
関
は
、
患
者
の
病
気
 

が
早
く
治
る
よ
う
に
、
そ
の
意
 

に
沿
う
べ
く
努
力
を
致
し
て
お
 

る
次
第
で
あ
り
ま
す
．
 

こ
の
事
に
つ
い
て
お
願
い
し
 

た
い
こ
と
は
、
数
日
も
前
か
ら
 

色
々
な
症
状
が
出
て
い
て
遂
に
 

床
に
伏
し
往
診
を
依
頼
さ
れ
る
 

患
者
さ
ん
が
最
近
非
常
に
多
く
 

見
受
け
ら
れ
ま
す
。
 

各
医
療
機
関
に
お
き
ま
し
て
 

は
外
来
に
も
非
常
に
多
く
の
重
 

症
患
者
が
お
り
、
そ
の
診
療
に
 

手
い
っ
ぱ
い
で
あ
り
、
特
に
午
 

前
中
の
往
診
に
は
、
患
者
を
放
 

置
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
の
 

で
、
ご
理
解
と
早
期
診
断
に
充
 

分
心
が
け
て
い
た
だ
く
よ
う
お
 

願
い
し
ま
す
。
 

こ
の
早
期
診
断
の
精
神
が
皆
 

様
に
徹
底
い
た
し
ま
す
れ
ば
往
 

診
等
は
非
帯
に
少
な
く
な
り
、
 

早
期
治
療
と
な
り
、
皆
様
方
の
 

真
の
健
康
に
つ
な
が
り
、
且
つ
 

皆
様
の
ご
家
庭
の
幸
福
に
直
結
 

す
る
も
の
と
信
じ
て
疑
い
ま
せ
 

ん。 

一
 
一
 

ち
に
非
常
線
を
通
し
て
田
川
警
 

察
署
へ
お
つ
な
ぎ
い
た
し
ま
す
 

⑥
な
お
火
災
の
時
一
般
に
通
知
先
 

は
一
一
九
と
な
っ
て
お
り
ま
す
 

が
、
そ
れ
は
自
動
局
（
ダ
イ
ヤ
 

ル
）
の
み
に
限
り
ま
す
．
赤
池
 

局
が
、
自
動
に
な
る
迄
は
ダ
イ
 

ヤ
ル
方
式
の
一
一
九
で
は
通
じ
 

ま
せ
ん
か
ら
参
考
迄
お
知
ら
せ
 

い
た
し
ま
す
。
 

赤
池
郵
便
局
 
電
話
掛
 

△
 
お
 

礼
 

一
、
金
一
封
 
林
孝
子
殿
 

亡
夫
猛
殿
（
松
本
町
）
香
典
返
 

し
と
し
て
 

一
、
金
一
封
 
植
木
藤
吉
殿
 

亡
妻
清
子
殿
（
西
町
）
香
典
返
 

し
と
し
て
 

一
、
金
一
封
 
池
田
明
治
殿
 

亡
母
ハ
ナ
殿
（
稲
荷
町
）
香
典
 

返
し
と
し
て
 

一
、
金
一
封
 
大
久
保
勇
殿
 

亡
父
健
三
郎
殿
（
上
野
原
）
香
 

典
返
し
と
し
て
 

一
、
金
一
封
 
広
本
敬
三
殿
 

亡
兄
光
男
殿
（
上
野
今
屋
敷
）
 

香
典
返
し
と
し
て
 

一
、
金
一
封
 
長
谷
川
久
丸
殿
 

亡
母
ミ
ョ
ノ
殿
（
旭
ケ
丘
）
香
 

典
返
し
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
町
 

民
生
事
業
助
成
会
へ
寄
附
さ
れ
 

ま
し
た
。
 

三
月
の
衛
生
行
事
 

靖
加
プ
戸
叫
混
合
接
種
 

日
時
 

三
月
十
八
日
 
午
後
一
時
 

三
十
分
か
ら
午
後
三
時
ま
で
 

場
所
 
赤
池
町
公
民
舘
 

料
金
 

五
十
円
 

選

挙

宣

伝

ボ

ス

タ

ー

で

 

表

彰

さ

る

 
赤
池
中
学
校
 

福
岡
県
選
挙
管
理
委
員
会
が
募
 

集
し
て
い
ま
し
た
「
明
る
く
正
し
 

い
選
挙
」
の
宣
伝
ポ
ス
タ
ー
に
、
 

積
極
的
に
協
力
し
た
そ
の
成
績
が
 

優
秀
で
あ
る
と
の
こ
と
で
、
こ
の
 

ほ
ど
福
岡
県
選
挙
管
理
委
員
会
か
 

ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
 

一
月
二
十
七
日
午
前
十
時
か
ら
 

役
場
町
長
室
で
、
赤
池
町
選
挙
管
 

理
委
員
会
、
藤
井
良
太
郎
委
員
長
 

か
ら
、
赤
池
中
学
校
岡
田
公
校
長
 

に
表
彰
状
と
記
念
品
が
わ
た
さ
れ
 

ま
し
た
。
 

上
野
区
 

長
寿
番
付
で
き
る
 

上
野
地
区
で
は
区
長
の
任
期
満
 

了
を
記
念
し
て
、
八
十
才
以
上
の
 

氏
子
二
十
六
名
の
長
寿
を
祈
願
す
 

る
た
め
大
相
撲
番
付
に
な
ら
っ
た
 

敬
老
額
を
つ
く
っ
て
い
ま
し
た
が
 

こ
の
程
完
成
し
、
 

一
月
二
十
四
 

日
福
智
下
宮
に
奉
納
し
ま
し
た
。
 

関
係
者
は
百
才
を
突
破
す
る
ま
 

で
長
寿
を
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。
 

番
付
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

東
 

方
 

横
綱
 
87 

加
治
虎
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大
関
 
87 

大
久
保
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代
太
郎
 

関
脇
 
86 

太
田
彦
市
 

小
結
 
85 

古
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照
 

前
頭
 
84 
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治
 

ク
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高
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口
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81 
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扉
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太
田
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治
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80 

太
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熊
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小
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86 
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に
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に
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h
乙
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n
乙
 

8
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80 

方
 

世
良
ト
ョ
 

田
口
キ
ク
 

太
田
ウ
メ
ノ
 

世
良
セ
イ
 

世
良
ュ
キ
 

中
西
マ
サ
ェ
 

大
久
保
ス
エ
 

皆
川
ト
メ
 

松
葉
ハ
ッ
ェ
 

藤
村
サ
ク
エ
 

田
辺
モ
ン
 

加
治
ヤ
チ
ョ
 

世
良
カ
メ
ノ
 

苦
情
相
談
を
受
け
た
 

件
数
五
＋
五
件
 

役
所
の
苦
情
や
、
個
人
の
悩
み
 

を
相
談
に
の
り
、
解
決
す
る
、
苦
 

情
相
談
を
毎
月
一
回
十
七
日
に
赤
 

池
町
公
民
館
で
開
い
て
い
ま
す
。
 

昭
和
四
十
五
年
に
相
談
を
受
け
 

た
件
数
は
五
十
五
件
で
し
た
。
 

お
も
な
内
容
は
、
農
地
関
係
や
、
 

相
続
、
戸
籍
関
係
が
最
も
多
く
、
 

全
体
の
過
半
数
を
示
め
て
い
ま
す
 

相
談
を
受
け
た
件
数
は
次
の
と
 

お
り
で
す
。
 

数

4

0

0

8

4

3

1

5

 

件

ー

ー

ー

 

内 容 

農地関係 

戸籍関係 

相続関係 

福祉関係 

引揚者関係 

土木関係 

納税関係 

その・他 

自
由
練
習
科
で
き
る
曲
 

公
立
自
動
車
学
校
係
 

糸
田
町
立
、
田
川
自
動
車
学
校
 

で
‘
二
月
一
日
か
ら
、
自
由
練
習
 

科
を
開
設
致
し
ま
し
た
。
 

免
許
証
が
な
く
て
、
運
転
の
上
 

手
な
人
で
、
短
期
間
学
校
に
通
学
 

す
れ
ば
免
許
証
が
と
れ
る
人
、
そ
 

の
間
指
導
員
は
技
量
に
応
じ
た
、
 

段
階
で
指
導
致
し
ま
す
。
 

受
講
時
間
 
午
前
十
時
三
十
分
 

か
ら
午
後
八
時
ま
で
 

料
金
 

一
、
三
〇
〇
円
 

（
】
時
間
）
 

又
、
自
動
車
学
校
で
は
、
通
学
の
 

便
ぎ
を
は
か
る
た
め
次
の
時
間
に
 

車
に
よ
る
送
迎
を
し
て
い
ま
す
 

※
赤
池
駅
前
か
ら
、
午
前
十
時
頃
 

午
後
二
時
と
四
時
頃
 

く
わ
し
い
こ
と
は
、
糸
田
町
立
 

田
川
自
動
車
学
校
へ
お
問
い
合
せ
 

下
さ
い
。
 

（
電
話
 

糸
田
局
二
〇
一
番
）
 

あ
な
た
の
会
社
で
 

電

話

教

室

を

 

田
川
電
報
電
話
局
で
は
電
話
教
 

室
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
 

あ
な
た
の
会
社
も
電
話
に
よ
る
 

セ
ー
ル
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

（
無
料
）
で
す
。
 

内
容
①
模
擬
電
話
器
セ
ッ
ト
を
 

使
用
し
て
「
電
話
の
か
け
方
実
技
 

の
演
習
」
 
（
六
十
分
）
 

②
映
画
「
ビ
ジ
ネ
ス
と
電
話
」
 

（
「
干
分
）
 

＠
実
施
日
時
 
ご
希
望
の
日
時
を
 

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

＠
申
し
込
み
先
 
田
川
市
千
代
町
 

田
川
電
報
電
話
局
自
動
化
課
 

電
話
の
か
け
方
 
の
案
内
 

田
川
ニ
ー
〇
〇
〇
〇
番
で
電
話
 

「
利
用
案
内
を
し
て
お
り
ま
す
」
 

無
料
で
す
か
ら
お
聞
き
下
さ
い
。
 


